
【児童発達支援】

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
であるか

〇

小集団、中集団での療育を行うために
人数にあった空間を使い分けている。
また、感情が高ぶった際のクールダウ
ンの部屋（学習室）なども確保してい
る。

2 職員の配置数は適切であるか 〇
厚生労働省が定める配置基準より手
厚く有資格者を配置している。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境
になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所の
設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が
適切になされているか

〇

段差に関しては極力なくすように心が
けている。全職員が情報を共有できる
ように日頃のミーテイングを強化して
いる。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって
いるか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっ
ているか

〇
活動終了後、アルコール消毒を行って
いる。また、活動内容を踏まえ、部屋
の広さ、配置の工夫等を行っている。

引き続き活動終了時にはアルコール消
毒を行う。加湿器を購入し感染対策を行
う。

5
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定
と振り返り）に、広く職員が参画しているか

〇

職員会議だけに限らず日々のミーティ
ングや打合せを行っている。また職員
との面談を通じて個々の目標に関して
も振り返りを行っている。

職員全員が業務内容を把握し、確認できる
ように見える化した上で、職員会議などによ
り業務改善に向けた取り組みを話合う。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業
所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を
把握し、業務改善につなげているか

〇
自己評価だけでなく、日頃から保護者
の意見を把握し、業務改善に努めてい
る。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結
果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、そ
の結果による支援の質の評価及び改善の内容を、事
業所の会報やホームページ等で公開しているか

〇
ホームページにて公開し保護者にも通
知している。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善
につなげているか

〇
理事や幹事の皆様、療育アドバイ
ザーに適時評価をいただき、評価結果
を業務改善に繋げている。

第三者評価を今後受ける予定である。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか

〇
外部研修だけでなく、内部研修にてプ
レゼン発表、事例検討をなどを行い、
研修の機会を確保している。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画
を作成しているか

〇
アセスメントツールを活用し、保護者と
のモニタリングを通して計画書を作成
している。

個々の分析スキルを向上させるため、
共通の本を配布した。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され
たアセスメントツールを使用しているか

〇
まふぃんで作成したアセスメントツール
を使用している。

アセスメントツールの中身を職員会議や
職員研修などで解説し、職員全員で内
容を周知する。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン
の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援
（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な項目
が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が
設定されているか

〇
ガイドラインの項目に沿った個別支援
計画を作成し、個々のニーズに沿った
支援内容を設定している。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 〇
個別支援計画を意識した活動内容を
提案し実施している。

14 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇
活動計画はチームで立案を行い、
日々の振り返りにて評価、改善してい
る。

来年度は職員全員で教材研究や教材
開発ができる時間を設け、チーム一丸と
なったプログラム作りを行う。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 〇
日々の人数や児童らの特性を考慮し
毎回プログラムを変え、職員も更なる
一歩を求め自己研鑽している。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて児童発達支援計画を作成しているか

〇
個々の発達段階や個人の課題に対し
て集団療育、個別療育を組み合わせ
ている。

・個々の発達段階を見極め、個別支援
計画を作成し必要な支援を行っている。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行
われる支援の内容や役割分担について確認している
か

〇
作戦ボードを利用し児童の行動の予
測を踏まえた打合せを行っている。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日
行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共
有しているか

〇
活動終了後は毎回フィードバックをし
ている。

職員間での打合せ、振り返りの内容をよ
り濃密なものにするために具体的な対
応を話し合う。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の
検証・改善につなげているか

〇
日誌は毎日書き、重要な事案に関して
はミーティングを行い見直し、再検討
をしている。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の
見直しの必要性を判断しているか

〇
保護者とは定期的にモニタリングを行
い、アセスメント後個別支援計画を見
直している。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画
しているか

〇
基本的には職務に適した職員が参加
している。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機
関と連携した支援を行っているか

〇
電話や直接出向くことで密な連携を
行っている。

案件があった場合には迅速な対応を行
えるように顔つなぎを行っていく。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある
子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係
機関と連携した支援を行っているか

〇
現在、両まふぃんとも受け入れを行っ
ていない

必要な案件があれば、迅速な対応をし
ていけるように職員会で研修を行う。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある
子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整
えているか

〇
現在、両まふぃんとも受け入れを行っ
ていない

受け入れた際には迅速な連絡を図れる
ようにフェイスシートなどの活用を行う。

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特
別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情
報共有と相互理解を図っているか

〇
保育所等訪問支援を通じて支援内容
の確認と支援のすり合わせを行ってい
る。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）と
の間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図って
いるか

〇

保育所等訪問支援だけでなく、学校に
おもむき個別支援計画や状況共有
シートをもとに、相互理解の機会を設
けている。

現在対象の児童がいないが、就園に向
けた接続支援を行っている。

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、
発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助
言や研修を受けているか

〇

公開療育、見学会、研修等を通して他
事業所とも連携を図っている。並行利
用通園児についても、情報の共有を
行っている。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障害のない子どもと活動する機会があるか

〇
同法人の保育所や認定こども園とも
連携し、活動を通して交流の機会を得
ている。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育
て会議等へ積極的に参加しているか

〇
各機関からの研修・会議案内には極
力参加するようにしている。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている
か

〇
口頭、電話、メール、面談を通してま
ふぃんでの様子を丁寧に説明してい
る。

来年度は連絡アプリを導入し、より丁寧
な支援を行う。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対
して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）
の支援を行っているか

〇
迎えに来た際や個別の面談を通して、
自宅での対応方法をアドバイスしてい
る。

ペアレントトレーニング研修を職員が受
講し、実践していく。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ
ているか

〇 契約時に必ず行っている。
分かりやすい説明を心がけ、職員間で
もロールプレイを行う。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供
すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき
作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内
容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の
同意を得ているか

〇
面談を行い個別支援計画の説明
をしたうえで同意を得ている。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っているか

〇

相談などがあった場合、個別の面談を
設け支援の方向性を確認し必要に応
じて助言を行っている。また、その後
のアフターフォローまで行っている。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す
る等により、保護者同士の連携を支援しているか

〇
就学教育相談説明会や保護者向け研
修、3月実施予定のまふぃん実績報告
会等を通じて支援を行っている。

保護者同士が連携を図れるように小規
模な懇談会などの設定を行う。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対
応しているか

〇
相談に関してはその都度受け入れて
いる。苦情委員会を整備し迅速に対応
している。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して
いるか

〇

毎月まふぃん便りを保護者に配布する
とともにホームページにて活動を報告
している。活動変更時にはメールにて
お知らせしている。

38 個人情報の取扱いに十分注意しているか 〇

写真や業務上知りえたことについては
職員会などで定期的に確認している。
研修などを通して職員へも個人情報
保護法の周知、徹底を行っている。

内部研修などで使用する写真などにつ
いてもその都度確認を行う。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしているか

〇
電話やメールなどを利用しできうる限
りの情報共有、情報伝達に努めている

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っているか

〇

まふぃん錦ヶ丘を地域の方々に周知し
ていただくため、地域行事への参加に
努めます。ホームページなどで情報開
示を今後も継続して行うとともにまふぃ
ん錦ヶ丘が主催となったイベントを開
催します。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

41
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する
とともに、発生を想定した訓練を実施しているか

〇

マニュアルを作成し消防訓練とは別に
セコムとの合同訓練を実施している。
新型「コロナウイルスの感染予防・発
生時のフローチャートを作成している。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練を行っているか

〇
マニュアルを作成し消防訓練とは別に
SECOMとの合同訓練を実施した。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども
の状況を確認しているか

〇
子どもの情報をできるだけ具体的に把
握できるようにフェイスシートを用いて
確認を行っている。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか

〇
食物アレルギーに関しては事前に保
護者と確認を行い、緊急時に対応する
医療機関も事前に把握している。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい
るか

〇
ファイルを作成し職員会で全職員と情
報を共有している。また、原因を追究
し、改善点を話し合っている。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか

〇

人権擁護虐待防止担当者を決め、毎
年研修に参加させている。また、職員
会などでも周知している。今年度は、
法人全体での研修を実施した。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十
分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記
載しているか

〇 当事業所では身体拘束は行わない。
危険を感じた際の事業所の対応を面談
や見学を通じて丁寧に説明していく

○

非
常
時
等
の
対
応

この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



【放課後等デイサービス】

公表：　令和3年　3　月　29　日 事業所名：　 児童発達支援事業所　まふぃん錦ヶ丘

チェック項目 はい

どちらと
も

いえな
い

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている
か

〇

小集団、中集団での療育を行うた
めに人数にあった空間を使い分け
ている。また、感情が高ぶった際
のクールダウンの部屋（学習室）
なども確保している。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 〇

全職員が保育士、児童指導員の
資格を保持している。活動が適切
に行えるような人数配置を勤務表
にて組んでいる。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が
適切になされているか

〇

段差に関しては極力なくすように
心がけている。全職員が情報を共
有できるように日頃のミーテイング
を強化している。

4
業務改善を進めるための、ＰＤＣＡサイクル（目標設定
と振り返り）に、広く職員が参画しているか

〇

職員会議だけに限らず日々のミー
ティングや打合せを行っている。ま
た職員との面談を通じて個々の目
標に関しても振り返りを行っていま
す。

職員全員が業務内容を把握し、確認で
きるように見える化した上で、職員会議
などにより業務改善に向けた取り組みを
話合う。

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート
調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

〇
自己評価だけでなく、日頃から保
護者の意見を把握し、業務改善に
努めている。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開しているか

〇
ホームページにて公開し保護者に
も通知している。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善
につなげているか

〇
理事・監事、療育アドバイザーに
適時評価をいただき、評価結果を
業務改善につなげている。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか

〇

外部研修だけでなく、内部研修に
てプレゼン発表、事例検討をなど
を行い、研修の機会を確保してい
る。全職員に対して職務、職責に
応じた研修を行っている。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサー
ビス計画を作成しているか

〇
アセスメントツールを活用し、保護
者との面談を通して計画書を作成
している。

10
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され
たアセスメントツールを使用しているか

〇
鹿児島市の認証を受けたまふぃ
ん独自のアセスメントツールを使
用している。

11 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇
活動計画はチームで立案を行い、
日々の振り返りにて評価、改善し
ている。

活動計画はチームで検討し、活動後に
評価、改善を行っている。

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 〇

日々の人数や児童らの特性を考
慮し毎回プログラムを変え、職員
も更なる一歩を求め自己研鑽して
いる。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに
設定して支援しているか

〇

それぞれに目的、目標を持ち取り
組んでいる。長期休暇に関しては
休暇終了時に児童と振り返りを
行っている。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成して
いるか

〇
個々の発達段階や個人の課題に
対して集団療育、個別療育を組み
合わせている。

15
支援開始前に職員間で必ず打合せをし、その日行わ
れる支援の内容や役割分担について確認しているか

〇
作戦ボードを利用し児童の行動の
予測を踏まえた打合せを行ってい
る。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日
行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等を共
有しているか

〇
活動終了後は毎回フィードバック
をしている。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげているか

〇
日誌は毎日書き、重要な事案に関
してはミーティングを行い見直し、
再検討をしている。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス
計画の見直しの必要性を判断しているか

〇
保護者とは定期的にモニタリング
を行い、アセスメント後、個別支援
計画を見直している。

事業所における自己評価結果（公表）
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チェック項目 はい

どちらと
も

いえな
い

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて
支援を行っているか

〇
活動の一部はガイドラインの活動
に沿って組み合わせている。

内部研修にて、ガイドラインについての
研修を行う。もう一度周知、理解、確認を
行う。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し
ているか

〇
基本的には職務に適した職員が
参加している。

主に児童発達支援管理責任者が出席し
ている。

21
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、
子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対
応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか

〇
電話や直接出向くことで密な連携
を行っている。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子
どもの主治医等と連絡体制を整えているか

〇
現在、両まふぃんとも受け入れを
行っていない。

今後、受け入れ打診があった際にはでき
る限り受け入れの態勢を整えていく。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども
園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めているか

〇
電話や担当者会議を設け情報共
有を行っている。

24
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障
害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまで
の支援内容等の情報を提供する等しているか

〇 現在、実績はありません。
※現在対象児童はいない。就労移行支
援や就労型施設との連携も視野に入れ
ていく。

25
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等
の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか

〇

公開療育、見学会、研修等を通し
て他事業所とも連携を行ってい
る。並行利用通園児についても、
情報の共有を行っている。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
子どもと活動する機会があるか

〇
同法人の保育園、認定こども園、
児童クラブと、活動を通じて交流
の機会を設けている。

同法人内の児童クラブと交流を図ってい
く。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している
か

〇
各機関からの研修・会議案内には
極力参加するようにしている。

地区で開かれる研修や会議等には参加
している。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの
発達の状況や課題について共通理解を持っているか

〇
口頭、電話、メール、面談を通して
まふぃんでの様子を丁寧に説明し
ている。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対
してペアレント・トレーニング等の支援を行っているか

〇
迎えに来た際や個別の面談を通
して、自宅での対応方法をアドバ
イスしている。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明を行っているか

〇 契約時に必ず行っている。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に
応じ、必要な助言と支援を行っているか

〇
迎えに来た際や個別の面談を通
して児童に対する対応をアドバイ
スしている。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す
る等により、保護者同士の連携を支援しているか

〇
まふぃん実績報告会や、保護者向
け研修を通して、支援を行ってい
る。

33
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情が
あった場合に迅速かつ適切に対応しているか

〇
相談に関してはその都度受け入
れている。苦情受付・解決体制を
整備し迅速に対応している。

苦情があった場合には、迅速かつ丁寧
に対応を行っている。子ども同士のトラ
ブルの場合には話し合いの機会を得て
いる。また話し合い結果をその都度保護
者へ報告を行っている。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して
いるか

〇
毎月まふぃん便りを保護者に配布
するとともにホームページにて活
動を報告している。

ブログを活用し、活動の報告を行ってい
る。また月１回おたよりを配布している。

35 個人情報に十分注意しているか 〇

写真や業務上知りえたことについ
ては職員会などで定期的に確認し
ている。研修などを通して職員へ
も個人情報保護法の周知、徹底を
行っている。

ブログ作成などの顔写真など保護者に
確認を行っている。

36
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮をしているか

〇
電話やメールにてできうる限りの
情報共有、情報伝達に努めていま
す。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っているか

〇

まふぃん錦ヶ丘を地域の方々に周
知していただくため、地域行事へ
の参加に努めます。ホームページ
などで情報開示を今後も継続して
行うとともにまふぃん錦ヶ丘が主
催となったイベントを開催します。

今年度は新型コロナウイルスの影響で、
実施することはできなかったが、地域で
開催される行事への参加を予定してい
る。
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チェック項目 はい

どちらと
も

いえな
い

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応
マニュアルを策定し、職員や保護者に周知しているか

〇

マニュアルを作成し消防訓練とは
別にセコムとの合同訓練を実施し
ている。新型コロナウイルスの感
染予防・発生時のフローチャートを
作成している。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練を行っているか

〇
マニュアルを作成し消防訓練とは
別にSECOMとの合同訓練を実施
した。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか

〇

人権擁護虐待防止担当者を決
め、毎年研修に参加させている。
また、職員会などでも周知してい
る。今年度は、法人全体での研修
を実施した。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に十分に説
明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に
記載しているか

〇
当事業所では身体拘束は行わな
い。

身体拘束に関しては虐待防止委員会を
通じて研修などを行い、全職員の理解に
繋げていく。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか

〇

食物アレルギーに関しては事前に
保護者と確認を行い、緊急時に対
応する医療機関も事前に把握して
いる。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい
るか

〇

ファイルを作成し職員会で全職員
と情報を共有している。また、原因
を追究し、改善点を話し合ってい
る。

○ この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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常
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【児童発達支援】
公表：令和3年3月29日

事業所名：児童発達支援事業所　まふぃん錦ヶ丘 　保護者等数（児童数）　28　　回収数　　25　　割合　　89　　　％

チェック項目 はい

どち
らとも
いえ
ない

いいえ
わか
ら

ない
ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている
か

21 4
今後も静と動の区別をつけ、子
ども達が活動しやすいように配
慮します。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 23 1 1 必要に応じて言語聴覚士の支援があるとありがた
いと思います。

ご意見ありがとうございます。現在の
所、対応が難しいですが、言語聴覚
士の在籍している他事業所とも連携
をとって参ります。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環境
i　になっているか。また、障害の特性に応じ、事業所
の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮
が適切になされているか

24 1
極力段差をなくすなどの対応を
引き続き行っていきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって
いるか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっ
ているか

25
今後も活動後はアルコール消毒
を行うなど感染予防を徹底した
対応を行います。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、児童発達支援計画　ii　が作成されているか

25
面談などで客観的に捉えた分析
結果などを提示し児童発達支援
計画に反映させていきます。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン
の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援
（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な項目
が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が
設定されているか

23 1 1
面談時に具体的な内容を説明
し、保護者の理解に努めます。

7 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 24 1
面談などで個別のニーズを把握
し保護者にも具体的な支援内容
を提示します。

8
活動プログラムiiiが固定化しないよう工夫されている
か

24 1
感染症の動向次第ではあります
が、徐々に戸外での活動も増や
していきます。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害
のない子どもと活動する機会があるか

23 2 1

質問9の「障害のない子どもと活動する機会
があるか」の表記に疑問を感じる。通り一辺
倒な表記でなく、子供を尊重した表現にして
欲しい。行政がしていることなので、無意味
な意見になるのでしょうが。

ご意見ありがとうございます。表
記の件につきましては行政と話
を進め対応をしてまいります。

10
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がなさ
れたか

25
今後も契約時や必要に応じてご
説明させていただきます。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供
すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき
作成された「児童発達支援計画」を示しながら、支援
内容の説明がなされたか

25
面談時に保護者の皆様と確認し
ながら説明を行っていきます。

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト
レーニングiv等）が行われているか

21 3 1
来年度はペアレントトレーニング
を踏まえた研修設定を行いま
す。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の健康や発達の状況、課題について共通理解がで
きているか

23 2
連絡アプリを導入し、更なる共通
理解ができるように配慮致しま
す。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する助
言等の支援が行われているか

24 1
今後も保護者の皆さまに寄り
添った支援を行うことができるよ
うに致します。

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等に
より保護者同士の連携が支援されているか

18 4 1 2
研修会を通じて、保護者同士の
連携が図れるようにしてまいりま
す。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応
の体制が整備されているとともに、子どもや保護者に
周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ
適切に対応されているか

22 1 2
今後の何かありましたらご相談く
ださい。迅速な対応を致します。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされているか

23 1 1
活動の様子や連絡帳アプリを活
用するなど保護者の皆様との意
思疎通に努めます。

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）
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18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評
価の結果を子どもや保護者に対して発信されている
か

24 1

・活動内容を写真付きでメールで送って
いただけるのは、活動の様子がわかっ
て非常にありがたいです。しかしその頻
度が不明瞭で、来ないときは一週間以
上来ないことがあります。まだ本人が活
動内容を説明できず、送迎もしていない
ため、メールが無いと保護者としては活
動中の本人の様子を把握できません。
簡易に相互共有できるシステムがあれ
ばよりありがたいと思います。
・日頃より家族へのお声掛けを頂き、大
変有り難く思っております。活動の様子
等こまめにご連絡頂き、子どもの様子が
よく分かり大変満足しております。

ご意見ありがとうございます。今
後も、ホームページやまふぃん
便りなどで随時情報を発信して
参りますのでご確認ください。ま
た、連絡アプリを導入し、保護者
の皆様へより丁寧に内容をお伝
えしてまいります。

19 個人情報の取扱いに十分注意されているか 25
ブログなどの写真掲載など必ず
保護者の許可を得てから掲載す
るようにしています。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明されて
いるか。また、発生を想定した訓練が実施されている
か

23 1 1

今年度は、消防立ち合い、
SECOMとの合同訓練をお行いま
した。ブログ、まふぃんだよりにも
掲載致しますので、ご覧くださ
い。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その
他必要な訓練が行われているか

24 1

市が提示しているハザードマップ
に基づきマニュアル作り避難訓
練を毎年行っています。来年度
は地域住民を含めた避難訓練を
行う予定です。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 17 6 1 1

・子供が通所を楽しみにしているかは、
まだ話ができないため正直なところ分か
りませんが、活動の様子を聞いたり写
真で見たりする限り、楽しみにしている
と思っています。
・子供がその日の活動を楽しめているの
で良いと思います。活動を通して色々学
んでほしいです。
・面談やメールなど細やかなご対応で大
変満足しております。
・言葉では表現することの出来ない我が
子ですが、先生方にお会いした時の表
情や態度で、先生方を信頼している様
子が伺えます。まふぃんでの支援には、
満足していること間違いなしです！

・様々なご意見ありがとうござい
ます。今後もいろいろな経験を通
して、子どもたちの支援に務めて
まいります。

23 事業所の支援に満足しているか 24 1
ありがとうございます。来年度も
皆様のご意見を踏まえまふぃん
運営に生かして参ります。

○ この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に
より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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【放課後等デイサービス】
公表：令和3年　3月29日

事業所名：まふぃん錦ヶ丘 　保護者等数（児童数）　24　　　　回収数　　20　割合　　83　％

チェック項目 はい

どちら
とも

いえな
い

いいえ ご意見
ご意見を踏まえた

対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている
か

19 1
今後も静と動の区別をつけ、子ども達が
活動しやすいように配慮します。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 20
これからも専門性を意識し、手厚い支援
ができるように療育を行います。

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバ
リアフリー化の配慮が適切になされているか

18 2
極力段差をなくすなどの対応を引き続き
行っていきます。

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、放課後等デイサービス計画　ｉ　が作成されて
いるか

20
面談時にどの様な学習に取り組んでい
るのか、個人ファイルを提示しながらわ
かりやすく伝えていきます。

⑤
活動プログラム　ｉｉ　が固定化しないよう工夫されてい
るか

20
コロナウイルスの動向を見ながらです
が、徐々に外での活動も増やしていきま
す。

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない
子どもと活動する機会があるか

18 2
まふぃんには障害のない子ども達も通所し
ております。その際には同じ空間で同じ活動
を行っております。

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がな
されたか

20
今後も契約時にご説明させていただきま
す。

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの
発達の状況や課題について共通理解ができているか

19 1
連絡アプリを導入し、更なる共通理解が
できるように配慮致します。

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援
が行われているか

19 1 面談時以外でも気軽にご相談ください。

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等に
より保護者同士の連携が支援されているか

13 6 1
来年度は保護者同士の連携が図れるように
保護者研修後の懇談会などの体制をと整え
ていきます。

⑪
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、苦
情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

20
今後もなにかありましたらご相談くださ
い。迅速にご対応致します。

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための
配慮がなされているか

20
活動の様子や連絡帳アプリを活用する
など保護者の皆様との意思疎通に努め
ます。

⑬
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価
の結果を子どもや保護者に対して発信しているか

20
ホームページやまふぃん便りなどで随時
情報を発信して参りますのでご確認くだ
さい。

⑭ 個人情報に十分注意しているか 20
ブログなどの写真掲載など必ず保護者
の許可を得てから掲載するようにしてい
ます。

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応
マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されている
か

18 2
今年度は、消防立ち合い、SECOMとの合同
訓練をお行いました。ブログ、まふぃんだよ
りにも掲載致しますので、ご覧ください。

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その
他必要な訓練が行われているか

19 1
市が提示しているハザードマップに基づきマニュ
アル作り避難訓練を毎年行っています。来年度
は地域住民を含めた避難訓練を行う予定です。

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 16 4
日々の活動内容も一方的なものばかりでなく、子
ども達と対話を重ねがら社会性を育むことができ
るような支援を今後とも重ねていきます。

○

・子どもの成長を感じています。
・いつも大変お世話になりありがとうござい
ます。まふぃんでの活動は楽しいと言って
います。
・娘はまふぃんがとっても好きでいつも心待
ちにしています。先生方のおかげで色んな
ことができるようになりました。
・すごく満足しています。
・子ども達への心配りや学習面での指導な
どすべてにおいて信頼できる素晴らしい先
生方ばかりです。

ありがとうございます。来年度も保護者の皆
様と一緒に子ども達が様々な経験を通して

成長していけるように努めます。

この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け放課後等デイサービス評価表」に
より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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